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平成26年年末年始期間中における 

連続休暇の予定状況調査結果 
 

～初めての年末年始連続休暇の調査を実施～ 
 

 

徳島労働局（局長 樋野浩平）は、11 月 13 日に厚生労働省が発表した平成 25 年
の全国の労働者の年次有給休暇の取得率が48.8％と前年から1.7ポイントの上昇にと
どまったことから、年次有給休暇の取得促進のため、今回初めて年末年始期間中の 3
日間以上の連続休暇実施状況について調査し、その結果を取りまとめた（別紙参照）。 

 
＜調査結果のポイント＞ 

・ 「連続休暇日数」の平均は7.5日、最長は9日 

                   （（株）ナンカイテクナート他） 

・ 「通算した連続休暇日数」の平均は9.8日、最長は12日 

・ ７日以上の連続休暇は、製造業で90.0％、非製造業で30.0％ 

 

徳島労働局では、仕事と生活の調和（ワーク・ライフバランス）の実現を図る観点か

らも、国民の祝日が集中している年末年始期間やゴールデンウィーク期間中などに、休

日と併せ、「年次有給休暇の計画的付与制度」(※)などを積極的に活用して、まとまった
連続休暇を実現していただけるよう、引き続き啓発していくこととしている。 
 特に今回は、一般社団法人日本旅行業協会徳島地区委員会及び一般社団法人全国旅

行業協会徳島県支部の協力を得て、リーフレットを活用した啓発を実施している。 

 

※年次有給休暇の計画的付与 

  付与された年次有給休暇の日数のうち、５日を超える部分について、あらかじめ  

労使協定により付与日を定め、計画的に有給休暇を取得できるようにするもの（労働

基準法第39条第6項）。 
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別紙 

 
平成26年度年末年始連続休暇の予定状況調査 

 
１ 調査対象 

  県内20事業場（製造業10、非製造業10） 

 

 

２ 調査対象期間 

  平成26年12月1日から平成27年1月31日までの間 

 

 

３ 連続休暇の定義 

  連続休暇・・・・・・・3日以上連続した休日・休暇日数 

通算した連続休暇・・・調査対象期間における3日以上の連続休暇の合計日数 

 
◎連続休暇が１回の場合  出出出休休休休休休休出出出 

      連続休暇、「通算した」連続休暇日数ともに７日とカウント 

 

      ◎連続休暇が２回の場合  出出休休休出出休休休休出出 

       連続休暇は４日（長い方の日数）でカウント 

       「通算した」連続休暇は７日（３日＋４日）とカウント 

 

 

 

４ 調査結果 
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 ※ 小数点第2位以下四捨五入 


